
1. 第４３回　福岡県中学校新人軟式野球大会

2.

全日本軟式野球福岡県連盟

3.

4.
（公財）福岡市スポーツ協会

5.

6.

7. 福岡県新人体育大会開催基準及び「特別規定」による。

8. 福岡３・北九州３・筑豊３・筑後３・筑前３・京築１　（計１６チーム）　

9. トーナメント方式
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12.

試合回数は７回とし、５回以降７点以上の差があるときはコールドゲームとする。

１１月２８日（土）　　開始式　　９時００分　　※対象チームのみ

ベンチに入れる者は、選手１８名（スコアラーを含む）、引率者、監督、コーチの計２１名以内とする。

福岡市中学校体育連盟

表 彰 優勝・準優勝・３位（２校）を表彰する。

延長戦は行わず、８回から１０回までをタイブレークとする。タイブレークは、継続打順で前回の最終
打者を１塁走者とし、２塁の走者は順次前の打者とする。すなわち無死１・２塁の状態にして１イニン
グ行い、得点の多いチームを勝ちとする。勝敗が決しない場合は、更に継続打順で得点差が生じる
までこれを繰り返す。なお、規定によって認められる選手の交代は許される。１０回終了までに勝敗
が決しない場合は、最終出場選手９名全員による抽選によって決定する。
シートノックは５分間とする。ノッカーはユニフォームを着用すること。
ランナーズコーチは、選手に限る。なお、ヘルメットを着用すること。
抗議権を有する者は、監督・主将および当該選手とする。
使用できるバットは、ＪＳＢＢのマークがついているもの及び木製バットとする。

参 加 料 参加選手一人につき１, ０００円とする。（大会当日の受付時に徴収する。）

試合回数・その他

参 加 資 格

参 加 制 限

2026年度公認野球規則並びに全日本軟式野球連盟競技者必携及び別に定める大会取り決め事項に
よる。尚、投手の投球制限については、大会中の投球数を「１日100球まで」とする。試合中に 100 球に
到達した場合は、その打者が攻撃中に攻守交代となるか、打撃を完了するまで投球できる。

背番号：全選手は守備順に背番号を付け、監督は「３０番」を付けること。

予 備 日

主 管

後 援

期 日 令 和 ８ 年 １１月２８日（土）　　１１月２９日（日）　　予備日１２月５日（土）

会 場 第 １ 日 目

第 ２ 日 目

使用球：公認のＭ号球
（３） 中学校における引率・監督は出場校の校長・教員・部活動指導員とする。コーチについては出場校の

教育職員（部活動指導員を含む）とする。但し、「大会引率規則」により、教育職員（部活動指導員を含
む）以外のコーチは学校長が認め、県中体連に登録し、承認を受けた者とする。地域クラブ活動におけ
る引率・監督・コーチは、県中体連に登録し、承認を受けた責任ある代表者・指導者とする。

審判員：全日本軟式野球福岡県連盟福岡支部及び福岡県中体連軟式野球専門部員

競 技 規 則

北九州市・福岡市教育委員会

令和８年度　福岡県中学校新人軟式野球大会要項

大 会 名

主 催 福岡県中学校体育連盟　福岡県教育委員会

競 技 方 法

（公財）福岡県スポーツ協会　（公財）福岡県スポーツ振興センター

雁の巣レクリエーションセンター雁の巣球場

桧原運動公園野球場
西部運動公園野球場
今津運動公園野球場

雁の巣レクリエーションセンター雁の巣球場　汐井公園野球場
雁の巣レクリエーションセンター雁の巣球場　汐井公園野球場


